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核
兵
器
の
廃
絶
を
願
う
全
国
の

医
師
・
歯
科
医
師
・
医
学
者
・

医
歯
学
生
の
み
な
さ
ん

第
十
七
回
「
核
戦
争
に
反
対

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
を
、

十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の

二
日
間
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市

の
湘
南
短
期
大
学
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
参
加
と
ご
支
援
を
心
よ
り

お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
、
各
国
軍
備
か
ら
原

子
力
兵
器
の
廃
棄
を
か
か
げ
た

国
連
第
一
号
決
議
の
採
択
か
ら

六
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

の
節
目
の
年
を
、
核
兵
器
廃
絶

の
具
体
的
道
筋
を
つ
け
る
新
た

な
前
進
の
年
と
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
核
先
制
攻
撃
戦
略

を
国
家
政
策
と
す
る
米
国
・
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は
、
イ
ラ
ク
戦
争

開
始
の
ウ
ソ
と
破
綻
を
認
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ロ
や
核

兵
器
拡
散
の
危
険
を
名
目
に
、

軍
事
力
で
世
界
を
お
さ
え
こ
う

も
と
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
方
面
へ
の
核

兵
器
重
点
配
備
を
推
し
進
め
、

米
軍
の
再
編
・
強
化
計
画
と
あ

い
ま
っ
て
、
日
本
を
米
核
戦
略

の
拠
点
と
す
る
危
険
な
動
き
を

強
め
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
小
泉
政
権
が
、

被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
い
核
兵
器

廃
絶
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮

す
る
ど
こ
ろ
か
、
事
実
上
、
米

国
の
核
固
執
政
策
を
擁
護
す
る

姿
勢
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
は

重
大
で
す
。
米
軍
再
編
・
強
化

政
策
へ
の
迎
合
、
憲
法
九
条
改

悪
の
動
き
な
ど
も
、
米
国
の
戦

争
に
日
本
が
世
界
の
ど
こ
で
も

協
力
す
る
体
制
づ
く
り
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
情
勢
の
も
と
で

第
十
七
回
「
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

第
十
七
回
「
つ
ど
い
」
は
、

「
横
須
賀
か
ら
発
信
！
核
の
傘

は
い
ら
な
い
　
は
ば
た
け
平
和

憲
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
原
子
力

空
母
配
備
が
企
て
ら
れ
て
い
る

米
軍
基
地
の
地
元
・
横
須
賀
に

お
い
て
、
米
軍
の
世
界
戦
略
や

世
界
と
日
本
の
核
兵
器
廃
絶
に

む
け
た
運
動
に
つ
い
て
、
学
び

交
流
す
る
場
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
反
核
医

師
の
会
の
運
動
を
さ
さ
え
、
継

承
し
て
い
く
世
代
の
交
流
の
場

に
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
和
憲
法
、
原
爆

症
認
定
集
団
訴
訟
、
劣
化
ウ
ラ

ン
兵
器
被
害
、
首
都
圏
の
核
基

地
化
な
ど
の
分
科
会
と
と
も

に
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
よ
る
軍

港
め
ぐ
り
な
ど
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
関
東
の
反
核
医
師

の
会
が
協
力
し
て
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、「
つ
ど
い
」
の
成

功
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
全
国
の
反
核
・
平
和
を

願
う
医
師
、
歯
科
医
師
、
医
学

者
、
医
歯
学
生
の
皆
さ
ん
が
、

「
第
十
七
回
つ
ど
い
」
に
多
数

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。例

年
、
諸
先
生
方
に
募
金
へ

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
第
十
七
回
「
つ
ど
い
」

の
成
功
の
た
め
、
今
年
も
募
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
大
変
恐
縮
で
す
が
、
ご
協

力
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。詳

細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/

/
n

o
-

nukes.doc-net.or.jp/

）
上
で

随
時
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

「
つ
ど
い
」
へ
の
あ
た
た
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。二

〇
〇
六
年
七
月

児
島

徹
（
核
戦
争
に
反
対
す

る
医
師
の
会
・
代
表
世
話

人
）

山
上

紘
志
（
同
・
代
表
世
話

人
）

中
川

武
夫
（
同
・
代
表
世
話

人
）

松
尾

洋
一
郎
（
第
17
回
反
核

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い

実
行
委
員
長
）

横須賀から発信！
核の傘はいらない　はばたけ平和憲法

日時 10月21日（土）～22日（日）
会場 神奈川県横須賀市　湘南短期大学

神奈川県横須賀市稲岡町82番地 TEL.046-822-8781

セントラルホテル（宿泊）
神奈川県横須賀市若松町2-8 TEL.046-827-1111

参加費 医師・歯科医師 5,000円／医療関係者 2,000円／医学生 1,000円

※1日目の「チンチン電車と女学生」の上映、記念講演、特別講演は一般公開です。一般の方の参
加費は無料です。

10月21日（土）13時30分～　　　湘南短期大学

ドキュメンタリー番組「チンチン電車と女学生」上映
〈平成16年度日本民間放送連盟賞の最優秀賞を受賞（テレビ教養番組部門）〉

記念講演：堀川惠子氏（テレビディレクター）
14:25～「ヒロシマ～テレビの現場から」

特別講演：呉東正彦氏（弁護士・原子力空母の横須賀母港化問題を考える市民の会」共同代表）
15:35～「米軍再編と日本の未来～原子力空母の横須賀母港化の意味するもの～」

全体集会 基調報告、IPPNWヘルシンキ大会の報告ほか

レセプション　18:30～（セントラルホテル）
青年医師・医学生交流会　20:00～（セントラルホテル）

10月22日（日）9時～　　　湘南短期大学

分科会 「日本国憲法を考える～平和と医師の役割」
「米国の世界戦略と首都圏の核基地化」
「被爆者医療と原爆症認定集団訴訟」
「劣化ウラン兵器被害を考える」

閉会集会

チャーター船による軍港めぐり　14:30～15:30

主催●第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい実行委員会
核戦争に反対する医師の会
151-0053 東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館 6F  全国保険医団体連合会内
TEL.03-3375-5121 FAX03-3375-1885 hankaku@doc-net.or.jp

至品川

至品川

至久里浜

至久里浜

京浜急行

横須賀中央駅横須賀中央駅

ＪＲ
横須賀駅

汐入駅

西友

横浜銀行

さいか屋大滝町
バス停

モアーズ

ＧＳ セブンイレブン

三笠公園

市役所

湘南短期大学

〒

16

16

セントラルホテル
横須賀中央駅

第17回核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める医師・医学者のつどい
IN 横須賀

湘南短期大学へのアクセス
電車の場合・京浜急行線利用　横須賀中央駅下車、東口より徒歩10分
【所要時間】○品川駅より京浜急行快速特急で約45分

○横浜駅より京浜急行快速特急で約25分
京急久里浜行 / 三浦海岸行 / 三崎口行

セントラルホテルへは横須賀中央駅東口より徒歩3分

「つどい in 横須賀」のチラシ

第17回「核戦争に反対し、核兵器廃絶を求める
医師・医学者のつどい in 横須賀」

ご参加とご支援のお願い
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全
国
十
三
地
裁
で
闘
わ
れ
て

い
る
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の

先
駆
け
と
し
て
、
さ
る
五
月
十

二
日
大
阪
地
裁
で
、
原
爆
症
認

定
近
畿
訴
訟
は
、
第
一
陣
原
告

九
名
全
員
勝
訴
と
い
う
画
期
的

な
判
決
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

裁
判
を
物
心
両
面
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
先
生
方
と
と
も
に
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
判
決
は
、

１．

Ｄ
Ｓ
86
及
び
Ｄ
Ｓ
02
の
線

量
評
価
に
基
づ
く
現
行
「
審
査

の
方
針
」
は
、
残
留
放
射
線
に

よ
る
低
線
量
被
ば
く
・
内
部
被

ば
く
の
過
小
評
価
で
あ
る
と

し
、
遠
距
離
被
ば
く
・
入
市
被

ば
く
へ
の
影
響
を
明
確
に
認
め

た
こ
と
、

２．

認
定
の
可
否
を
初
期
放
射

線
に
依
拠
し
た
原
因
確
率
（
寄

与
リ
ス
ク
）で
決
す
る
こ
と
は
、

一
つ
の
考
慮
要
素
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
を
個
人
の
起
因
性
判
断
に

機
械
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
誤

り
で
あ
る
と
し
、
原
因
確
率
が

小
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に

放
射
線
起
因
性
を
否
定
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に

示
し
た
こ
と
、

３．

被
爆
者
の
急
性
症
状
は
、

当
時
の
衛
生
状
態
や
ス
ト
レ
ス

に
起
因
す
る
と
い
う
長
崎
松
谷

訴
訟
以
来
の
国
の
主
張
を
完
全

に
否
定
し
た
こ
と
な
ど
、
現
行

の
審
査
の
方
針
を
実
質
的
に
覆

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
申
請
疾
病
の
放
射

線
起
因
性
判
断
に
お
い
て
は
、

「
被
爆
前
の
生
活
状
況
、
健
康

状
態
、
被
爆
状
況
、
被
爆
後
の

行
動
経
過
、活
動
内
容
、生
活
環

境
」
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
い

て
、
被
爆
直
後
に
発
生
し
た
急

性
症
状
、
さ
ら
に
は
被
爆
後
の

生
活
状
況
、
健
康
状
態
、
疾
病

の
発
症
経
過
、
病
態
、
申
請
疾

病
以
外
に
発
生
し
た
疾
病
の
内

容
等
々
に
注
目
し

て
総
合
的
に
勘
案

し
て
判
断
す
べ
き

と
し
て
、
入
市
・

遠
距
離
被
爆
を
含

む
全
員
を
認
定
し

た
も
の
で
す
。

今
回
の
判
決
の

も
う
一
つ
の
特
徴

は
、
申
請
疾
病
を

理
解
す
る
に
あ
た

っ
て
、申
請
書
に
記

載
さ
れ
た
疾
病
の

名
称
に
限
定
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、

申
請
書
や
医
師
の
意
見
書
そ
の

他
の
添
付
書
類
の
記
載
内
容
に

示
さ
れ
た
疾
病
を
も
詳
細
に
解

析
し
、
被
爆
者
に
対
す
る
原
爆

放
射
線
の
影
響
を
病
名
に
と
ら

わ
れ
ず
、
全
体
と
し
て
理
解
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
は
、
被
爆
後
長
く
被

爆
者
を
苦
し
め
た
体
調
不
良
を

重
視
し
、
循
環
器
疾
患
（
心
疾

患
、脳
卒
中
）、遅
発
性
白
内
障
、

甲
状
腺
機
能
低
下
症
等
の
非
が

ん
疾
患
の
認
定
に
も
大
き
く
道

を
開
く
も
の
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
判
決
は
被
爆
者
に
、

「
闘
え
ば
勝
て
る
」
と
の
勇
気

を
与
え
ま
し
た
。
判
決
後
の
被

爆
者
電
話
相
談
で
は
東
京
、
大

阪
で
百
名
を
超
え
る
被
爆
者
か

ら
、
も
う
一
度
認
定
申
請
を
し

た
い
、
被
爆
者
手
帳
を
取
り
た

い
、
な
ど
の
相
談
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
今
回
の
判
決
は
、
全

国
の
集
団
訴
訟
大
き
く
励
ま

し
、
被
爆
者
を
引
き
続
く
集
団

申
請
に
立
ち
上
が
ら
せ
、
被
爆

者
行
政
の
転
換
を
厚
生
労
働
省

に
迫
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と

り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
の
原
爆
症

認
定
審
査
基
準
で
は
絶
対
認
め

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
入

市
、
遠
距
離
被
爆
者
の
認
定
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
は

か
り
知
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
原
爆
症
裁
判
は

被
爆
者
問
題
に
留
ま
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
爆
者
は
、
原
子
爆
弾
の
地

獄
の
体
験
を
訴
え
、
核
戦
争
に

よ
る
人
類
の
破
滅
へ
の
警
告
を

発
し
て
い
ま
す
。
原
爆
症
裁
判

は
、
核
戦
争
に
反
対
す
る
、

「
私
た
ち
皆
の
た
め
」
に
も
闘

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

原
爆
投
下
か
ら
六
十
一
年
、

核
保
有
国
は
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ

ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・

中
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
と
増
大
し
、

さ
ら
に
拡
散
す
る
気
配
で
す
。

私
た
ち
は
常
に
、
核
兵
器
使
用

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。核
超
大
国
ア
メ
リ
カ
の
、

国
連
憲
章
を
無
視
し
た
「
単
独

行
動
主
義
」。
そ
の
行
き
着
く

先
は
核
戦
争
に
よ
る
人
類
の
自

滅
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
原
爆
使

用
の
「
前
科
二
犯
」、
そ
の
ア

メ
リ
カ
に
、
原
爆
被
災
国
・
日

本
が
追
随
し
、
協
力
し
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
日
本
政
府
は
、

日
本
の
安
全
を
ア
メ
リ
カ
の
核

兵
器
に
依
存
す
る
「
核
の
傘
」

政
策
を
続
け
て
い
ま
す
。
先
日

の
Ｔ
Ｖ
で
、
ビ
キ
ニ
の
水
爆
実

験
で
被
爆
し
た
第
五
福
竜
丸
の

航
海
日
誌
が
書
き
替
え
ら
れ
て

い
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
い

く
つ
も
の
原
子
力
発
電
所
の
事

故
が
隠
蔽
さ
れ
、
原
発
の
安
全

性
ば
か
り
宣
伝
さ
れ
、
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
爆
放
射
線
に
よ
る
被

害
を
意
図
的
に
過
少
評
価
す
る

被
爆
者
援
護
行
政
は
、
こ
の
よ

う
な
世
界
的
な
核
戦
略
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
の
で
す
。

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ

ャ
！
」、
被
爆
者
の
「
叫
び
」

は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

原
爆
被
爆
者
は
そ
の
原
点
に
立

「
こ
の
裁
判
に
勝
つ
ま
で
、

私
は
死
ね
な
い
」「
入
市
被

爆
者
」
と
し
て
、
全
国
初
の

提
訴
に
踏
み
切
っ
た
甲
斐
昭

さ
ん
（
七
十
九
歳
）
の
こ
と

ば
で
あ
る
。

十
八
歳
の
甲
斐
さ
ん
は
、

海
軍
潜
水
学
校
生
徒
と
し
て

呉
市
に
い
た
。
広
島
が
被
爆

し
た
直
後
、
軍
命
令
に
よ
っ

て
、
級
友
と
と
も
に
爆
心
地

に
入
り
、
そ
こ
で
救
護
や
警

備
の
任
務
に
就
い
た
。
そ
れ

ま
で
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た

の
に
、
復
員
後
か
ら
は
体
調

を
崩
し
、
や
が
て
甲
状
腺
悪

性
リ
ン
パ
腫
の
た
め
に
何
度

も
手
術
を
受
け
た
。
こ
れ
は

被
爆
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ

と
直
感
し
た
彼
は
、
ま
ず

「
被
爆
者
手
帳
」
の
申
請
を

思
い
立
っ
た
。

周
知
の
通
り
そ
れ
に
は
二

名
の
証
人
が
必
要
だ
が
、
当

時
行
動
を
と
も
に
し
た
級
友

た
ち
は
全
国
に
散
っ
て
い

て
、
そ
の
消
息
を
知
る
の
は

至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
も
甲
斐
さ
ん
は
、
僅
か
な

手
が
か
り
を
求
め
、
病
躯
を

押
し
て
各
地
を
訪
ね
歩
き
、

よ
う
や
く
申
請
に
漕
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
念
願
の

「
手
帳
」
を
手
に
し
た
と
き
、

被
爆
か
ら
既
に
五
十
年
の
歳

月
が
過
ぎ
て
い
た
。

「
被
爆
者
手
帳
」
を
手
に

す
る
や
、
彼
は
直
ち
に
認
定

申
請
を
行
っ
た
が
国
は
す
げ

な
く
こ
れ
を
却
下
し
た
。
す

ぐ
さ
ま
行
っ
た
不
服
申
し
立

て
は
、
再
三
の
問
い
合
わ
せ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
年
間

も
黙
殺
さ
れ
た
挙
句
、
全
国

で
被
団
協
の
運
動
が
盛
り
上

が
り
始
め
た
頃
、
よ
う
や
く

「
却
下
」
と
記
し
た
一
枚
の

紙
片
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

「
国
の
命
令
に
忠
実
に
従

っ
た
ば
か
り
に
、
私
は
人
生

を
す
っ
か
り
狂
わ
さ
れ
た
、

そ
の
上
こ
の
無
責
任
で
冷
酷

な
扱
い
は
な
に
ご
と
だ
」。

甲
斐
さ
ん
の
怒
り
の
叫
び

は
、
国
と
個
人
の
関
係
の
あ

り
方
を
鋭
く
問
う
と
と
も

に
、
権
力
の
高
み
か
ら
「
愛

国
心
」
を
説
く
徒
輩
を
端
的

に
告
発
し
て
い
る
。

ま
も
な
く
結
審
を
迎
え
る

名
古
屋
訴
訟
の
勝
利
の
た

め
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
を

守
る
た
た
か
い
と
連
携
し

て
、
支
援
の
輪
は
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
る
。

原
爆
症
認
定
近
畿
訴
訟

弁
護
団
長

藤
原
精
吾

っ
て
い
ま
す
。原
爆
症
裁
判
は
、

核
兵
器
政
策
の
転
換
を
迫
る
壮

大
な
た
た
か
い
の
一
環
で
も
あ

り
ま
す
。

大
阪
判
決
後
、
怪
し
か
ら
ぬ

こ
と
に
、
厚
生
労
働
省
は
誤
っ

た
審
査
基
準
を
改
め
る
こ
と
な

く
、
五
月
二
十
二
日
、
あ
た
ふ

た
と
控
訴
を
提
起
し
ま
し
た
。

原
爆
症
裁
判
は
第
二
幕
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
被
爆
者

に
は
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
全

国
百
七
十
一
名
の
原
告
の
う

ち
、
判
決
を
聴
か
ず
に
亡
く
な

っ
た
方
が
二
十
六
名
も
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
行
政
を
根

本
か
ら
改
め
さ
せ
、
国
に
、
六

十
一
年
経
っ
て
ま
だ
果
た
さ
れ

て
い
な
い
被
爆
者
に
対
す
る
国

家
補
償
の
責
任
を
速
や
か
に
果

た
さ
せ
、
同
時
に
、
今
、
人
類

の
目
の
前
に
あ
る
核
戦
争
へ
の

危
機
を
回
避
さ
せ
る
た
め
、
反

核
医
師
の
会
の
み
な
様
方
に
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
七
月
二
十
四
日
）

甲斐さんの怒りに共感
核戦争に反対する医師の会・愛知

徳田　秋

名古屋訴訟

「やったー」「よっしゃあ！」「ばんざ～い！」ー「全面勝訴」の
判決をうけ被爆者・支援者たちから歓声がわき上がった
（5月12日大阪地裁前）

控訴への抗議を込めて唱和する全国の原告・被爆者
（5月22日厚労省前)
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判
決
の
画
期
的
な

内
容

「
闘
え
ば
勝
て
る
」

勇
気
を
与
え
た

国
が
大
阪
高
裁
に

控
訴
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（３） 2006年7月31日 反核医師の会ニュース

六
月
二
十
五
日
に
広
島
市
の

大
手
町
平
和
ビ
ル
で
原
爆
症
申

請
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
八
十
八

名
の
被
爆
者
が
訪
れ
「
原
爆
被

爆
者
相
談
員
の
会
」
メ
ン
バ
ー

な
ど
四
十
六
名
が
対
応
し
ま
し

た
。大

阪
地
裁
の
全
員
勝
訴
の
判

決
を
う
け
て
被
爆
者
の
関
心
は

高
く
、「
区
役
所
で
は
申
請
し

て
も
無
駄
だ
と
い
わ
れ
た
が
本

当
か
」「
以
前
に
申
請
し
て
却

下
さ
れ
た
が
そ
の
理
由
を
知
り

た
い
」「
姉
が
原
爆
小
頭
症
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
た
。
申
請

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
」
と
い
っ
た
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
相
談
員
た
ち
は
詳
し
く

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
被
爆
者
が
集
団

申
請
に
加
わ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

相
談
の
ケ
ー
ス
を
集
計
し
て

み
る
と
、
現
行
制
度
で
も
認
定

と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
五
％
、

認
定
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
も
の
が
六
％
、
大
阪
地
裁

判
決
に
し
た
が
え
ば
認
定
と
思

わ
れ
る
も
の
が
五
五
％
、
全
国

弁
護
団
の
指
針
に
よ
れ
ば
認
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
が
一
三
％
、

判
定
困
難
が
一
〇
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。
大
阪
地
裁
判
決
が

被
爆
者
援
護
に
大
き
く
道
を
ひ

ら
く
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

申
請
に
際
し
て
は
主
治
医
の

意
見
書
が
必
要
で
す
。

広
島
原
爆
症
訴
訟
を
支

援
す
る
県
民
会
議
で
は

平
松
恵
一
広
島
市
医
師

会
長
、
碓
井
静
照
広
島

県
医
師
会
長
を
訪
問
し

て
医
師
会
員
へ
の
協
力

を
要
請
し
ま
し
た
。
両

会
長
と
も
原
爆
を
体
験

さ
れ
た
方
で
あ
り
運
動

に
理
解
を
示
さ
れ
会
員

へ
伝
え
る
こ
と
快
諾
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
島
地
裁
の
集
団
訴

訟
四
十
一
名
の
判
決
は

八
月
初
め
に
出
る
予
定

で
す
。
八
月
六
日
に
全

員
勝
訴
の
勝
利
宣
言
が

世
界
に
向
け
て
発
信
さ

れ
る
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
原
爆
症
訴
訟

を
支
援
す
る
県
民
会
議

で
は
認
定
制
度
の
抜
本

改
革
の
早
期
実
現
を
め

ざ
し
て
引
き
続
き
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

千
葉
県
の
集
団
訴
訟
は
現
在

四
名
の
被
爆
者
が
提
訴
し
て
い

る
。
そ
の
四
名
と
は
、
少
年
の

頃
爆
心
地
で
救
助
活
動
を
し
膀

胱
癌
に
な
っ
た
男
性
、
幼
い
頃

か
ら
出
血
を
繰
り
返
し
途
中
で

Ｃ
型
肝
硬
変
に
な
っ
た
女
性
、

両
親
が
原
爆
で
死
亡
し
子
供
の

頃
か
ら
貧
困
で
学
校
に
も
行
け

な
か
っ
た
た
め
今
で
も
読
み
書

き
に
不
自
由
し
、
と
う
と
う
脳

梗
塞
と
心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
女
性
、
胃
癌
、
肺
癌
と

複
数
の
癌
に
侵
さ
れ
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
い
る
男
性
で
あ

る
。千

葉
県
で
は
「
裁
判
を
支
援

す
る
千
葉
の
会
」
を
つ
く
り
、

私
は
会
長
を
努
め
つ
つ
、「
核

戦
争
防
止
千
葉
県
医
師
の
会
」

代
表
世
話
人
の
花
井
医
師
と
と

も
に
裁
判
所
に
四
人
の
意
見
書

を
提
出
し
て
い
る
。
今
後
の
裁

判
の
進
捗
状
況
で
は
　
証
人
と

し
て
出
廷
す
る
準
備
も
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

更
に
千
葉
で
は
白
内
障
の
男

性
、
前
立
腺
癌
の
男
性
な
ど

三
人
の
証
人
尋
問
が
終
了
し
、

八
月
に
は
医
師
団
意
見
書
作
成

代
表
者
聞
間
医
師
へ
の
反
対
尋

問
が
あ
り
、
十
二
月
結
審
、
来

春
判
決
の
予
想
。

熊
本
で
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
原
爆
症

認
定
訴
訟
―
熊
本
の
ヒ
バ
ク
シ

ャ
た
ち
」
が
七
月
に
出
版
さ
れ

た
。

（
税
込
み
八
百
四
十
円
　
連
絡

先
・
熊
本
中
央
法
律
事
務
所

電
話
〇
九
六–

三
二
二–

二
五

一
五
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
九
六–

三
二

二–

二
五
七
三
）

広
島
原
爆
症
申
請
相
談
会
に
88
名

原
爆
症
訴
訟
を
支
援
す
る
広
島
県
民
会
議
世
話
人

青
木
克
明

広島訴訟

6月25日開催された
原爆症申請説明会

韓国原爆被害者協会の朴榮杓
会長など4人の在韓被爆者（写
真奥4人）と交流をおこなった

在
韓
被
爆
者
の
実
態
を
詳
し

く
知
り
、
被
爆
者
医
療
に
取
り

組
む
韓
国
医
師
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
平
和
と
交
流
の
旅
in
韓
国
」

ツ
ァ
ー
団
（
団
長
　
山
上
紘
志

反
核
医
師
の
会
代
表
世
話
人
）

が
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
（
七

月
十
五
日
〜
十
七
日
）。
反
核

医
師
の
会
の
国
際
活
動
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
各
地
か
ら
十
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ァ
ー
団
は
人
道
主
義
実
践

医
師
協
議
会
・
グ
リ
ー
ン
病
院

を
訪
問
、
見
学
の
後
、
経
験
交

流
と
報
告
・
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
報
告
会
で
は
広
島
共
立

病
院
の
青
木
克
明
先
生
が
「
広

島
に
お
け
る
韓
国
人
被
爆
者
サ

ポ
ー
ト
」
を
報
告
、
グ
リ

ー
ン
病
院
代
表
が
人
道
主

義
実
践
医
師
協
議
会
と
グ

リ
ー
ン
病
院
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

韓
国
原
爆
被
害
者
協
会

の
　
　
　
会
長
は
じ
め
四

人
の
在
韓
被
爆
者
と
意
見

交
換
と
交
流
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
在
韓
被
爆
者
の

実
情
に
つ
い
て
の
説
明
の

あ
と
、
食
事
を
と
も
に
し

な
が
ら
、
親
し
く
交
流
し

ま
し
た
。

ま
た
、
元
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

被
害
者
が
共
同
生
活
を
す
る

「
ナ
ヌ
ム
の
家
」
訪
問
し
、「
従

軍
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
ハ
ル
モ

ニ（「
お
ば
あ
さ
ん
」
の
意
味
・

親
し
み
と
尊
敬
を
こ
め
た
呼
び

方
）
の
話
を
聞
き
、
併
設
さ
れ

て
い
る
「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』

歴
史
館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
ソ
ウ
ル
市
内
の
元
「
西
大

門
刑
務
所
」を
見
学
し
ま
し
た
。

「
西
大
門
刑
務
所
」
は
日
本
に

よ
る
植
民
地
支

配
に
反
対
し
て

立
ち
上
が
っ
た

朝
鮮
国
民
を
投

獄
・
虐
殺
し
た

日
本
の
過
酷
な
暴
力
支
配
の
現

場
で
あ
り
、
そ
の
実
態
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

韓
国
滞
在
時
間
実
質
二
昼
夜

余
で
し
た
が
、
在
韓
被
爆
者
の

生
の
声
を
聞
き
、
人
道
主
義
医

療
に
取
り
組
む
医
師
の
活
動
に

接
し
た
こ
と
、
そ
し
て
日
本
の

「
戦
争
責
任
」
の
一
端
に
触
れ

る
な
ど
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

在韓被爆者や人道主義医療に取り組む医師と交流

「平和と交流の旅 in韓国」

を実施

人
道
主
義
実
践
医
師
協
議
会
・

グ
リ
ー
ン
病
院
を
訪
問
、
経
験

交
流
な
ど
を
行
な
っ
た

千葉訴訟

核戦争防止
千葉県医師の会世話人　

十
六
回
の
弁
論
が
終
了
。
原
告

二
十
二
名
中
六
名
が
既
に
死
亡

し
て
い
る
。

熊
本
の
特
徴
は
、
医
師
を
は

じ
め
弁
護
団
、
民
医
連
等
諸
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し

て
〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
04
〞
な
る

被
爆
者
健
康
調
査
に
取
り
組

み
、
結
果
を
証
拠
提
出
し
た
こ

と
で
あ
る
。
遠
距
離
、
入
市
被

爆
で
も
急
性
症
状
や
癌
を
は
じ

め
と
す
る
後
障
害
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
医
師

団
意
見
書
に
示
さ
れ
た
あ
る
べ

き
認
定
の
条
件
に
沿
っ
て
個
別

原
告
に
つ
い
て
の
医
師
意
見
書

を
作
成
提
出
し
た
こ
と
で
あ

る
。

熊本訴訟

医師、弁護士などが
被爆者健康調査

牟田 喜雄

「裁判を支援する
千葉の会」と協力して

高橋　稔

続
々
と
新
た
に
提
訴
を
す
る
準

備
を
し
て
い
る
。
大
阪
地
裁
の

判
決
に
続
き
広
島
地
裁
で
の
判

決
を
控
え
、
集
団
訴
訟
は
「
核

戦
争
防
止
千
葉
県
医
師
の
会
」

の
支
援
を
得
て
ま
す
ま
す
重
要

な
時
期
に
な
っ
て
い
る
。

熊
本
地
裁
で
は
、
原
爆
症
訴

訟
初
の
長
崎
現
地
検
証
を
含
め
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2006年7月31日 反核医師の会ニュース 第33号　（４）

核
戦
争
に
反
対
す
る
北
海
道
医

師
・
歯
科
医
師
の
会
は
、
六
月
二

十
四
日
、
札
幌
市
内
で
第
十
八
回

の
年
次
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
前

半
の
記
念
講
演
で
は
、
核
戦
争
防

止
国
際
医
師
会
議（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）

の
北
ア
ジ
ア
地
域
担
当
の
副
会
長

を
務
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
日
本
支
部

（
Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
の
理
事
で
も
あ

る
片
岡
勝
子
広
島
大
教
授
が
、

「
核
戦
争
は
本
当
に
予
防
で
き
る

の
か
│
広
島
そ
し
て
世
界
か
ら
考

え
る
│
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
（
座
長
は
松
崎
道
幸
代
表
委

七
月
八
日
（
土
）、
和
歌
山
市

の
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
に
於
い
て
、
第

十
八
回
総
会
を
開
催
し
、
引
き
続

き
立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
館
長
の
安
齋
育
郎
先
生
を
招
い

て
「
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
に
つ
い

て
―
イ
ラ
ン
・
北
朝
鮮
の
核
は
？

―
」
と
題
し
た
平
和
講
演
会
を
開

催
し
た
。

参
加
者
は
県
内
各
地
か
ら
一
般

市
民
も
含
め
百
十
四
名
が
参
加
し

た
。総

会
で
は
総
会
議
事
一
般
を
提

案
確
認
し
、
役
員
の
補
充
を
行
っ

た
。来

年
度
に
向
け
て
の
運
動
で
は
、

①
「
全
国
反
核
医
師
の
会
」
の

運
動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
会

の
組
織
強
化
に
努
め
る
こ
と

②
恒
例
と
な
っ
て
い
る
平
和
訪

問
ツ
ア
ー
を
企
画

③
自
治
体
の
合
併
に
よ
り
「
非

核
平
和
宣
言
自
治
体
」
が
減
少
し

た
こ
と
を
う
け
、
再
度
全
自
治
体

へ
の
宣
言
を
採
択
す
る
よ
う
運
動

を
行
う
こ
と

等
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

つ
づ
く
講
演
会
に
は
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
県
内
各
地
か
ら
多
く

の
市
民
が
参
加
し
た
。

講
演
さ
れ
た
安
齋
先
生
は
、
ア

メ
リ
カ
の
核
戦
略
は
あ
く
ま
で
使

え
る
兵
器
と
し
て
の
核
兵
器
で
あ

る
こ
と
。
核
抑
止
力
は
核
兵
器
を

使
っ
て
こ
そ
は

じ
め
て
抑
止
力

と
な
る
危
険
性

を
指
摘
し
、
核

兵
器
廃
絶
に
向

け
て
、「
我
々

が
や
る
こ
と
、

我
々
が
社
会
に

働
き
か
け
れ

ば
、
そ
れ
に
応

じ
た
変
化
が
生
ま
れ
る
、
そ
の
た

め
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
出

そ
う
、
そ
れ
を
や
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
、
国
民
に
よ
る
主
体
的
な
運

動
を
進
め
る
こ
と
を
訴
え
ら
れ

た
。

（
木
）

員
）。片

岡
先
生
は
「
核
戦
争
は
『
予

防
で
き
る
か
』
で
は
な
く
ど
う
し

て
も
『
予
防
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』
課
題
だ
」
と
切
り
出
し
、
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
が
力
を
入
れ
て
い
る
活

動
と
し
て
、
医
学
生
に
運
動
を
引

き
継
ぐ
取
り
組
み
（N

u
clear

W
eapons

Inheritance
Project

）

や
、
小
火
器
の
問
題
、
ド
イ
ツ
支

部
が
イ
ラ
ク
戦
争
の
劣
化
ウ
ラ
ン

弾
被
害
の
調
査
・
救
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。片

岡
先
生
は
、
昨
年
七
月
、
広

島
で
開
か
れ
た
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

会
議
の
様
子
を
報
告
、
被
爆
者
の

内
部
被
曝
の
問
題
が
注
目
さ
れ
た

こ
と
や
、
被
爆
者
の
高
齢
化
に
伴

っ
て
悪
性
腫
瘍
の
発
生
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
、
低
年
齢
で
被
爆
し

た
も
の
ほ
ど
発
ガ
ン

率
が
高
い
こ
と
な
ど

を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
な

ぜ
反
核
の
運
動
に
た

ず
さ
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
な
ど
の
質

問
が
出
さ
れ
、「
広

島
で
育
ち
、
小
学
生

の
こ
ろ
、
天
気
予
報

と
と
も
に
（
ビ
キ
ニ

事
件
の
）『
死
の
灰
』

予
報
が
あ
っ
た
の
が

関
心
を
も
っ
た
き
っ

か
け
で
す
。
ま
た
、

一
九
八
九
年
に
広
島

で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世
界

大
会
が
開
か
れ
、
女

性
医
師
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
ま
か
さ
れ

た
こ
と
が
決
定
的
で

し
た
」
と
答
え
て
い

ま
し
た
。

後
半
の
議
事
で

は
、
方
針
案
と
新
役
員
を
全
会
一

致
で
確
認
、
会
長
に
福
地
保
馬
北

大
名
誉
教
授
を
再
選
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

片
岡
先
生
を
囲
ん
で
反
核
平
和
だ

け
で
な
く
、
教
育
や
憲
法
問
題
な

ど
な
ご
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

後
日
、
片
岡
先
生
か
ら
「
先
生
方

が
熱
心
に
反
核
に
取
り
組
ん
で
お

い
で
に
な
る
お
姿
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
」
と
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

（
北
海
道
反
核
医
師
の
会
事
務
局

長
　
塩
川
哲
男
）

北
海
道
の
会
が

総
会ＪＰ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
の

片
岡
広
島
大
教
授
が

記
念
講
演

核
戦
争
防
止

和
歌
山
県
医
師
の
会

第
18
回
総
会
開
催

約
20
名
が
参
加
し
た
北
海
道
の
総
会
で
講
演
す

る
片
岡
勝
子
氏
＝
６
月
24
日
、
札
幌
市

今年9月7日から10日までの日程で、フィンランド・ヘルシンキ市内において、第17
回ＩＰＰＮＷ（核戦争防止国際医師会議）世界大会が開催されます。

今回も核戦争に反対する医師の会からの代表団を派遣します。ご参加希望の方は、
下記までお問い合わせ、お申し込みいただきますようお願いします。

（なお、大会の詳細については、現時点では発表されていませんので、IPPNWの公式
ホームページをご参照ください。http://www.ippnw2006.org/）

◇メインテーマ：「War or Health?」（戦争か健康か）。
◇会期：2006年9月7日（木）～10日（日）

◇行程予定：2006年9月7日（木）午前・関空発 ～ 9月12日（火）午前関空着
◇費用　40万から45万円の予定（行程や費用はあくまでも予定ですので、ご了承ください）

◇申し込み・お問い合わせ
（株）国際ツーリストビューロー

〒650-0012  神戸市中央区北長狭通4-7-1  TEL 078-391-2961 FAX 078-332-0977（担当：桝本）
反核医師の会事務局

〒151-0053  東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館6F 全国保険医団体連合会内
代表TEL 03-3375-5121 FAX 03-3375-1862 hankaku@doc-net.or.jp

第17回 IPPNW世界大会
9月8日～10日　ヘルシンキで開催

映画評

「ＣＡＳＳＨＥＲＮ」 長崎　本田 孝也

同
じ
映
画
を
繰
り
返
し
鑑
る
。

そ
う
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ん

な
映
画
が
紀
里
谷
和
明
監
督
の
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
（
キ
ャ
シ
ャ
ー

ン
）
だ
。
近
未
来
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
を
征
服
し
た
亜
細
亜
連
邦
共

和
国
。
し
か
し
、
人
類
は
放
射
能

汚
染
、
産
業
廃
棄
物
、
生
物
科
学

兵
器
に
蝕
ま
れ
、
反
政
府
組
織
の

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
苛
烈
を
極
め
た
。

軍
部
は
テ
ロ
の
中
核
と
な
る
第
七

管
区
へ
の
掃
討
作
戦
を
決
定
。
主

人
公
の
東
鉄
也
は
医
学
者
で
あ
る

父
に
反
発
し
自
ら
の
意
志
で
戦
地

に
赴
く
。
そ
こ
に
待
ち
受
け
て
い

た
の
は
狂
気
の
世
界
で
あ
っ
た
。

殺
戮
。
上
官
の
命
令
で
鉄
也
は
愛

児
を
抱
く
罪
も
な
い
若
い
母
親
を

射
殺
す
る
。
軍
部
は
秘
密
裏
に
生

体
実
験
を
企
て
る
。
巨
大
な
培
養

槽
に
浮
か
ぶ
無
数
の
屍
体
、
肉
体

の
破
片
。
神
の
イ
ナ
ズ
マ
が
奇
跡

を
呼
ぶ
。
培
養
液
の
中
か
ら
新
造

人
間
が
復
活
し
、
人
類
へ
の
復
讐

が
始
ま
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
戦

地
に
て
落
命
し
た
鉄
也
も
ま
た
新

造
人
間
と
し
て
甦
る
。
人
類
を
、

そ
し
て
恋
人
ル
ナ
を
守
る
た
め

に
。「

た
っ
た
一
つ
の
命
を
捨
て
て
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
不
死
身
の
身

体
。
鉄
の
悪
魔
を
叩
い
て
砕
く
。

キ
ャ
シ
ャ
ー
ン
が
や
ら
ね
ば
誰
が

や
る
」

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
一
九
七

〇
年
代
の
ア
ニ
メ
、
キ
ャ
シ
ャ
ー

ン
の
リ
メ
イ
ク
版
で
あ
る
が
、
単

な
る
ア
ニ
メ
の
実
写
版
で
は
な

い
。
紀
里
谷
和
明
は
歌
手
宇
多
田

ヒ
カ
ル
の
夫
で
あ
る
。
若
き
青
年

監
督
が
渾
身
を
込
め
て
作
成
し
た

こ
の
映
画
に
震
え
る
よ
う
な
感
動

を
憶
え
る
。復
讐
が
復
讐
を
呼
び
、

憎
し
み
が
憎
し
み
を
呼
ぶ
。
鉄
也

に
射
殺
を
命
じ
た
上
官
も
か
つ
て

は
子
煩
悩
な
普
通
の
市
民
だ
っ

た
。
公
園
で
抱
き
上
げ
た
愛
娘
は

テ
ロ
リ
ス
ト
に
殺
さ
れ
た
。呟
く
。

「
娘
の
か
た
き
、
痛
み
を
思
い
知

れ
…
」

終
わ
り
の
な
い
連
鎖
を
止
め
る

も
の
は
何
か
。
ル
ナ
の
父
、
上
月

博
士
は
息
を
引
き
取
る
間
際
、
最

後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
語
る
。

「
鉄
也
君
…
、
君
の
待
ち
受
け
る

運
命
は
あ
ま
り
に
も
残
酷
だ
。
し

か
し
、
君
は
そ
れ
を
知
る
べ
き
で

は
な
い
か
」

答
え
は
？
全
て
は
ラ
ス
ト
の
回

想
シ
ー
ン
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
中
国
大
陸
で
生
体
実
験

が
実
際
に
行
わ
れ
た
。
七
三
一
部

隊
。
我
々
は
医
師
と
し
て
、
そ
の

戦
争
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で

あ
る
。
未
来
の
た
め
に
。

「
誰
か
の
願
い
が
叶
う
こ
ろ
」

Ｕ
ｔ
ａ
ｄ
ａ
Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｕ

発売・販売元：松竹株式会社ビデオ事業
部© 2004「CASSHERN」パートナーズ

総会に引き続き平和講演
会を開催した核戦争防止
和歌山県医師の会
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